
ＡＤＨＤ／ＡＤＤ（多動性障害/注意欠陥障害) 
匂うがごとく -梅谷明子の場合- 河野 秀忠/編著 長征社 1986.4 

アスペルガー症候群 
★ ずっと「普通」になりたかった。 グニラ・ガーランド/著 花風社 2000.4 

アトピー 
アトピー息子 -笑う出産スペシャル- まつい なつき/著 情報センター出版局 1999.9 
娘、麻里也とともにアトピーと闘って… 秋川 リサ/著 テイ・アイ・エス 1995.3 

アルコール依存症 
★ アル中地獄(クライシス) :増補 -アルコール依存症の不思議なデフォルメ世界- 邦山 照彦/著 第三書館 2003.3 
★ 酒乱の眼 -私はこうしてアルコール依存症になった- 風見 豊/著 碧天舎 2003.1 

私のアルコール依存症の記 -ある医師の告白- 西郊 文夫/著 東峰書房 1991.1 
酒とバカの日々 -アル中からの脱出- 神田 愛山/著 木耳社 1989.4 
キチンドリンカー -無力からの回復- 橋本 明子/著 亜紀書房 1989.1 
アルコール依存症 -克服へのアドバイス- デニス・ホーリー/著 サイマル出版会 1987.7 

アルツハイマー病 
★ アルツハイマーと闘う -言葉と記憶がすべり落ちる前に- トマス・デバッジオ/著 原書房 2003.4 
★ 私は誰になっていくの? -アルツハイマー病者からみた世界- クリスティーン・ボーデン/著 クリエイツかもがわ 2003.1 
★ アルツハイマーある愛の記録 アン・デヴィッドソン/[著] 新潮社 2002.8 

父・丹羽文雄介護の日々(中公文庫) 本田 桂子/著 中央公論新社 1999.9 
わたしの家はどこですか -アルツハイマーの終わらない旅- ラリー・ローズ/著 DHC 1998.6 
時の迷い子たち -アルツハイマー病、希望と忘却の物語- パトリック・マティアセン/著 早川書房 1998.3 
兄とアルツハイマー病 ナディーヌ・トランティニャン/著 晶文社 1998.1 
ほかに何ができたろう -アルツハイマー患者の在宅看護日記- 小泉 文子/著 日本看護協会出版会 1994.1 
私が壊れる瞬間(とき) -アルツハイマー病患者の手記- ダイアナ・フリール・マクゴーウィン/著 ディーエイチシー 1993.1 
ゆきあいの空 -アルツハイマー・パーキンソン老人看病記- 池辺 史生/著 朝日新聞社 1992.1 
夫婦が試されるとき -アルツハイマー病の妻と生きる- 上村 達雄/著 講談社 1992.1 
お母さんが子どもになった マイ・ファント/著 講談社 1991.8 
母さんが壊れていく -アルツハイマー在宅介護十五年の記録- 米倉 美智子/著 けやき出版 1991.1 

アレルギー 
★ アレルギーと生きる 島村 由花/著 フーコー 2000.9 

院内感染 
死の淵より還りて 中川 清治/著 審美社 1993.5 
院内感染からの生還 -MRSAと闘った50日- 滝沢 海南子/著 新評論 1993.1 
院内感染 -医師の〈MRSAの恐怖〉闘病記 病院が危ない!医療が危ない!- 辻 和男/著 自由国民社 1996.4 
院内感染(河出文庫) 富家 恵海子/著 河出書房新社 1997.3 
院内感染ふたたび(河出文庫) 富家 恵海子/著 河出書房新社 1997.6 

ウエルドニッヒ・ホフマン病(進行性骨髄性筋萎縮症) 
美土里くんありがとう (シリーズ・人間讃歌 2) きたがわ てつ/著 あけび書房 1984.6 
いつかの未来は夏の中 小沢 由美/著 七賢出版 1995.7 
やっくんの瞳 -難病の息子とともに十五年- 児玉 容子/著 岩波書店 1996.6 

うつ病 
★ 精神科医がうつ病になった(廣済堂文庫 イ-11-1) 泉 基樹/著 廣済堂出版 2008.4 
★ うつ病の妻と共に(文春文庫 み33-1) 御木 達哉/著 文藝春秋 2007.3 
★ 「うつ」への復讐 -絶望から六年目の復活-(Kappa books) 高島 忠夫/著 光文社 2004.3 

その他の疾病
　2Ｆで展示しているのは2000年以降出版の本（★がついた本）になります。
　それ以前の本は、自然科学コーナー（2Ｆ）、文学コーナー（B1F）、書庫などにございますので
　カウンターの職員にお尋ねください。
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★ やまない雨はない -妻の死、うつ病、それから…-(文春文庫) 倉嶋 厚/著 文芸春秋 2004.2 
★ 鬱の壷 -歌集- 梅地 和子/著 河出書房 2004.2 
★ うつ -みんなで分かちあえば、もっと楽になれるよ- 仁科 綾/著 二見書房 2004.1 
★ 凄絶な生還、うつ病になってよかった 竹脇 無我/著 マキノ出版 2003.7 
★ よろしく、うつ病 -闘病者から「いのちがけ」のメッセージ- 覚 慶悟/著 彩流社 2003.3 
★ うつ病者からの手紙 あい子/著 新曜社 2003.1 
★ 病気は人生の挫折ではない-一アナウンサーの“奇跡"-(My book) 小川 宏/著 文化創作出版 2001.9 

人間、「うつ」でも生きられる 谷沢 永一/著 講談社 1998.1 
うつ、その深き淵より -ある精神科医の闘病記録- ピート・C・カイパー/著 創元社 1997.7 
うつ病者の手記 -自殺、そして癒し- 時枝 武/著 人文書院 1997.3 
うつ病と闘ったある少女の物語 トレーシー・トンプソン/著 大和書房 1997.1 
幸せがこわれるとき -ある女性セラピストの鬱病体験- マーサ・マニング/著 ジャパンタイムズ 1996.3 
闇から光へ -ある心理学者の「うつ」からの回復記- ノーマン S.エンドラー/著 星和書店 1995.1 
うつ病女性の手記 -心理療法の記録- マーガレット・マクレイ/[著] 中央洋書出版部 1991.1 
こうしてうつ病に克った -患者と医師の治療作戦- 鷲山 純一/著 太陽出版 1989.3 

エイズ（後天性免疫不全症候群） 
エイズで死んだ父へ スーザン・バーグマン/著 晶文社 1997.6 
12歳命の輝き -薬害エイズで逝った兄弟- 鈴木 英二/著 あすか書房 1997.1 
ぼくらが語りあった7日間 川田 竜平/著 七賢出版 1996.9 
竜平の現在(いま) 川田 竜平/著 三省堂 1996.7 
不真面目な十七歳 バルバラ・サムソン/著 紀伊国屋書店 1996.7 
命とひきかえの恋 -女性とエイズの真相- フラワー・サック/著 法研 1995.7 
竜平の未来 -エイズと闘う19歳- 広河 隆一/著 講談社 1995.3 
エイズを100倍楽しく生きる -大貫武と12人の共同作業- 大貫 武/[ほか]企画・構成・執筆 径書房 1995.1 
せかんど・かみんぐあうと -同性愛者として、エイズとともに生きる- 大石 敏寛/著 朝日出版社 1995.1 
原告番号十二番 -エイズ・血友病と闘った四十一年- 吉松 満秀/著 葦書房 1995.1 
止まらない時計 -エイズに感染した日本人の妻、夫、恋人たち- 志村 岳/著 小学館 1993.1 
冬の銀河:増補版 -エイズと闘うある血友病患者の訴え- 草伏 村生/著 不知火書房 1993.1 
天使のいない街 エリザベス・グレイザー/著 共同通信社 1993.1 
いのちの輝き -エイズとともに生きる- 石田 吉明/著 岩波書店 1993.1 
そして僕らはエイズになった(ルポルタージュ叢書 38) 石田 吉明/著 晩声社 1993.1 
エイズと闘った少年の記録(心にのこる文学 7) ライアン=ホワイト/著 ポプラ社 1992.7 
天使クレアの思い出に(Hayakawa novels) クリストファー・ブラム/著 早川書房 1992.1 
あたりまえに生きたい -あるエイズ感染者の半生- 赤瀬 範保/著 木馬書館 1991.5 
感染 -エイズ!!感染した医師とその妻の記録- G・ヨンソン/著 学陽書房 1989.5 
なぜ私が -エイズ患者の告白- ジュリエット/著 朝日新聞社 1988.1 
エイズを生きる ウイリー・ローゼンボウム/[ほか]著 技術と人間 1987.1 

黄斑変性 
★ お父さんほら、山が見えるよ!-視力を失ってから始めた僕の山歩き- 金山 広美/著 山と渓谷社 2001.1 

解離性大動脈瘤 
女が死と向き合う時 -60歳の仕切り直し- 佐藤 貴美子/著 新日本出版社 1995.8 

化学物質過敏症 
★ 化学物質過敏症・家族の記録(健康双書) 小峰 奈智子/著 農山漁村文化協会 2000.7 

顎関節症 
歯で殺されないために -全身を狂わし人生の屋台骨まで狂わす顎関節症闘病記- 岬 奈美/著 JDC 1996.9 

角膜ヘルペス
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透きとおった贈り物 -角膜移植を受けて- 佐々木 美代子/著 新潮社 1990.7 

過食症 
★ それでも吐き続けた私 -過食症を克服したある女性の記録-(講談社+α文庫) 富田 香里/[著] 講談社 2000.5 

過食症・アルコール依存症 
★ 生まれかわるまで -摂食障害とアルコール依存症からの回復記- 尾崎 弥生/著 星和書店 2000.4 

滑脳症 
★ 寝たきり天使・真帆 -ゆっくり生きて、いいんだよ- 有木 真樹/著 講談社 2003.1 

川崎病 
川崎病にかかった小さな命 清水 彰/著 かもがわ出版 1996.1 

肝炎 
★ C型肝炎とともに生きる (ビタミン文庫) 景山 昇/著 マキノ出版 2000.1 

C型肝炎と闘う 馬場 錬成/著 講談社 1996.1 
いっしょに泳ごうよ -愛が支えたB型肝炎克服記- 石川 ひとみ/著 集英社 1993.1 
聖母病院の友人たち -肝炎患者の学んだこと-(現代教養文庫 1453) 藤原 作弥/著 社会思想社 1992.1 

肝硬変 
移植から10年 -肝移植私は生きている- 青木 慎治/著 はる書房 1999.1 

顔面奇形 
ボーイデイビッド -神様、この少年に顔を授けて下さい- マージョリー・ジャクソン/著 ダイナミックセラーズ 1988.6 

緘黙症 
★ 君の隣に -緘黙という贈り物- さくら かよ/著 文芸社 2002.1 

吃音 
★ 何が私を変えたか -吃音・不登校・モラトリアム人生から医師へ- 田中 保彦/著 文芸社 2003.1 
★ 吃音!吃音者のどこが悪い? 藤樹 拓也/著 文芸社 2002.2 

拒食症(神経性食思不振症、摂食障害) 
わたしは拒食症だった ファビオラ・ド・クレール/著 草思社 1996.2 
拒食な私 -五年間の軌跡- 神崎 恵華/著 日本図書刊行会 1997.9 

★ 春一番が吹いたよ -拒食症の子どもたちへ- 山崎 蓉子/著 東銀座出版社 2004.8 

強直性脊椎炎 
笑顔をありがとう まつおか さわこ/著 広池学園出版部 1998.5 

ギラン・バレー症候群 
笑いごとじゃない -世にも明るい闘病記- ジョセフ・ヘラー/[著] TBSブリタニカ 1987.3 

★ 生かされて -ギラン・バレー症候群からの生還- 田丸 務/著 健友館 2003.5 

筋萎縮症(神経性) 
無声の喋り -神経性進行性筋萎縮症・学用患者として50年- 吉村 義正/著 清風堂書店 1999.6 

筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ） 
★ 神様がくれた弱さとほほえみ -20編の小さな物語- 西村 隆/著 いのちのことば社フォレストブックス 2004.8
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★ 泣いて暮らすのも一生笑って暮らすのも一生 照川 貞喜/著 岩波書店 2003.1 
★ 風にのせて伝えよう 長谷部 みどり/著 無明舎出版 2001.2 
★ つたえてください小指奮闘記 比嘉 栄達/著 医歯薬出版 2001.2 

尊厳死か生か -ALSと過酷な「生」に立ち向かう人びと- 畑中 良夫/編著 日本教文社 1999.3 
いのちの瞬き -まだ瞼は動く- 東御建田 郁夫/著 東洋経済新報社 1998.5 
まぶたでつづるALSの日々 土居 巍/著 白水社 1998.4 
生命のコミュニケーション -筋萎縮性側索硬化症患者の記録- 豊浦 保子/著 東方出版 1996.7 
悪妻とのたたかい -神経難病ALSと共に- 松本 茂/著 静山社 1995.9 
命燃やす日々 -自らガンと闘いある難病患者の『生きる!』を撮ったディレクター- マオ アキラ/著 文渓堂 1993.6 
九階東病棟にて -ねたきりおじさんのパソコン日記- 知本 茂治/著 メディカ出版 1993.5 
菊化石 -筋萎縮性側索硬化症との日々- 川口 武久/著 創風社出版 1993.1 
生きている生きねばならぬ生きられる 土屋 とおる/著 静山社 1993.1 
照る日かげる日 -ALS(筋萎縮性側索硬化症)患者たちの記録- ジュディ・オリバー/編 サイマル出版会 1991.5 
妻のぬくもり蘭の紅 折笠 智津子/著 主婦の友社 1986.1 
平眠 -わが母の願った「安楽死」- 鈴木 千秋/[著] 新潮社 1978.6 

筋ジストロフィー（進行性筋萎縮症） 
★ 筋肉の崩壊と常に闘う男! -進行性筋ジストロフィーなんて怖くない- 鈴木 進二/著 東京図書出版会 2004.7 
★ 死亡退院 -生きがいも夢も病棟にある- 清水 哲男/著 南日本新聞社 2004.6 
★ こんな夜更けにバナナかよ -筋ジス・鹿野靖明とボランティアたち- 渡辺 一史/著 北海道新聞社 2003.3 
★ それでも私は生きる、ありのままに…。-筋ジストロフィーを抱えて- 早野 香寿代/著 素朴社 2001.4 
★ マイナスからのスタート-障害を超えて、もっと遠くへ!- 鈴木 信夫/著 文芸社 2001.3 
★ 介助犬が家族になったとき 石田 俊浩/著 WAVE出版 2000.1 
★ 筋ジスに負けるな、茂! -おばあちゃんの日記- 横田 喜久江/著 メトロポリタン 2000.1 

命の詩に心のVサイン -筋ジストロフィーを生きたぼくの26年- 栗原 征史/著 ラ・テール出版局 1999.7 
全身うごかず -筋ジスの施設長をめぐるふれあいの軌跡- 山田 富也/著 中央法規出版 1999.3 
出会いはたからもの 土屋 竜一/著 フーコー 1999.1 
希望をもって生きてる -筋ジストロフィーを生きたぼくの19年- 栗原 征史/著 ラ・テール出版局 1999.1 
先生、ぼくの病気いつ治るの -障害者と生きて四十年- 近藤 文雄/著 中央公論社 1996.1 
クローさんの愉快な苦労話 -デンマーク式自立生活は、こうして誕生した- エーバルド・クロー/著 ぶどう社 1994.5 
わたしは、思いっきり 津田 たまえ/談 「わたしは、思いっきり」出版会 1993.7 
生まれたての朝陽のように -サンライズ10年の歩み- サンライズ/編 エフエー出版 1992.1 
二十歳もっと生きたい 福嶋 あき江/著 草思社 1987.1 
宿命に挑む翼 -筋ジスの兄弟と親・その愛と苦悩と栄光と- 原 佑子/著 一光社 1982.1 
たとえぼくに明日はなくとも -車椅子の上の17才の青春- 石川 正一/著 立風書房 1981 
生と死のはざまで -車椅子の青春記録- 森山 一/著 真世界社 1979.3 

筋無力症(重症) 
★ きっと明日は-雪子、20年の闘病記-(私の生き方文庫 5-1) 江崎 雪子/著 ポプラ社 2002.9 
★ 病床からのIN MY LIFE 吉川 みき/著 扶桑社 2002.4 

クルゾン症候群 
★ ママと呼んで!由くん 稲川 尚子/著 まどか出版 2001.4 

クローン病 
★ 色鉛筆がくれた希望 -クローン病を患って見つけた幸せのかたち- 羽田 紗織/著 アートダイジェスト 2003.7 
★ How to live -生きるってナニ?- 清水 圭梨/著 文芸社 2000.8 

頚椎損傷（頸髄損傷） 
★ 見えない絆(幻冬舎文庫 む-6-1) 村松 建夫/[著] 幻冬舎 2007.2 
★ 命をくれたキス -「車椅子の花嫁」愛と自立の16年-(小学館文庫) 鈴木 ひとみ/著 小学館 2004.1 

スパークリング -あの日、少年は車いすでつむじ風のようにやってきた-(Jump J books) 彩永 真司/著 集英社 1999.1 
生きるってすばらしいね:増補版 -植物状態からの脱出- 望月 春江/著 日本看護協会出版会 1998.1
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五秒間ほどの青空 -介護する側される側- 藤川 景/著 三五館 1997.2 
がべちゃん先生の自立宣言 曽我部 教子/著 樹心社 1996.1 
上の空 -頚髄損傷の体と心- 藤川 景/著 三五館 1993.6 
奈美ちゃんの赤い靴 -車椅子の少女が街に出た!- 矢貫 隆/著 日本経済新聞社 1993.1 
気分は愛のスピードランナー -車椅子のウェディングから一年- 鈴木 ひとみ/著 日本テレビ 1987.9 
愛、深き淵より。 -筆をくわえて綴った生命の記録- 星野 富弘/著 立風書房 1981.1 

頸椎後縦靭帯骨化症 
九段坂から -棒ふりはかなりキケンな商売-(朝日文庫) 岩城 宏之/著 朝日新聞社 1994.2 

結核 
夢覚めてなを 山城 直明/著 新風舎 1996.2 
還ってきた手紙 -その愛と死のかたみに- 北村 比呂志/編 弥生書房 1993.5 
病気と私 -ベティ・マクドナルドの生き方- ベティ・マクドナルド/著 晶文社 1989.2 
病とたたかう -複十字の道を歩みて- 和達 清夫/著 国書刊行会 1987.1 

結節性硬化症（プリングル病） 
★ この子と生きる-二十一年間の笑顔をありがとう- 伊藤 博/著 芳賀書店 2001.7 

血友病Ｂ 
たった一度の人生徹楽 -単足怪人と愉快な仲間たち- 大橋 雄守/著 恒友出版 1994.1 

膠原病 
★ 安奈淳、膠原病と闘う -生まれ変わった私- 安奈 淳/著 法研 2004.1 
★ あした葉のように-消えた膠原病・再生した骨頭- 皆川 容子/著 思考社 2001.8 

銀のしずく -膠原病を生きる- 古結 芳子/著 エピック 1995.1 
天国へとどけ 14才の絶筆 浅貝 秀/著 恒友出版 1981.1 
黄色いリンゴ -娘を膠原病に奪われて- 横江 平吉/著 サンケイ出版 1978 

更年期 
★ 女はみんな華になれ -私の更年期障害- 黛 ジュン/著 世界文化社 2003.1 
★ 47歳の私に起こったこと -更年期がおもしろくわかる本- ゲイル・サンド/著 大和書房 2000.7 

更年期を迎える -からだの転換期と心の準備- C・スー・ファーマン/著 三田出版会 1996.1 

股関節症 
歩けるって幸せ! -股関節症の克服もデュエットで- ダ・カーポ/著 講談社 1997.1 
手術をしないで乗り越えた股関節症15年の記録 渡辺 千賀子/[ほか]著 編集工房九段舎 1997.1 
変形性股関節症の人たちのために 村瀬 鎮雄/編著 ぶどう社 1988.6 

骨形成不全症 
★ それでも僕は笑っていたい 有馬 啓之/著 文芸社 2003.8 
★ ガラスの骨-1メートル8センチの女性社長- 岩本 良子/著 総合法令出版 2001.2 

骨折 
★ 私がアナウンサー 菊間 千乃/著 文芸春秋 2001.4 
★ 転んだあとの杖 -老いと障害と- 島田 とみ子/著 未来社 2000.2 

再生不良性貧血 
希望 -骨髄移植絵物語- 小坂 国男/著 花伝社 1994.6 
再生不良性貧血からの生還 一柳 明/著 同時代社 1994.1
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サヴァン症候群 
なぜかれらは天才的能力を示すのか -サヴァン症候群の驚異- ダロルド・A・トレッファート/著 草思社 1990.1 

サリドマイド 
★ 青い鳥はいなかった -薬害をめぐる一人の親のモノローグ- 飯田 進/著 不二出版 2003.7 

もう手足がなくたって -アンディーと養父母の愛の記録- マージョリー・ウォーレス/共著 日本教文社 1981 

痔 
OL委員会おしりの秘密(文春文庫) 清水 ちなみ/著 文芸春秋 1999.8 

色素性乾皮症 
★ 月夜に遊ぶ天使たち 越阪部 重之/[著] 新潮社 2003.5 

子宮筋腫 
★ 子宮をのこしたい。10人の選択 :改訂版 -子宮筋腫のレーザーメス治療レポート- 斎藤 敏祐/監修 アシェット婦人画報社 2003.1 
★ 愛しの筋腫ちゃん(集英社be文庫) 横森 理香/著 集英社 2002.5 
★ 夢の中から -子宮筋腫で入院したの!- 山崎 淳子/著 文芸社 2002.1 
★ 妙魔 -さよなら筋腫くん!- 庄野 真代/著 泉書房 2000.8 

どうする子宮筋腫:増補改訂 -1，735人の体験から- 女のからだと医療を考える会/編 日本婦人会議 1988.6 

子宮内膜症 
ドキュメント子宮内膜症赤ちゃんができた 中山 あゆみ/著 法研 1999.4 
ドキュメント子宮内膜症 -ただの生理痛と思っていたら…、ある日激痛が!!- 中山 あゆみ/著 法研 1996.4 

自己免疫性溶血性貧血 
もっと生きたい -白血病と肝臓ガンで逝った夫とその妻の手記- 吉野 啓子/著 南雲堂 1999.1 

神経繊維腫症（レックリングハウゼン病） 
リサ・H -エレファント・マン病とたたかった少女の記録- リチャード・セヴェロ/著 筑摩書房 1992.9 

進行性核上性麻痺 
★ いのち抱きしめて-在宅介護13年- 田沼 祥子/文 日本評論社 2002.5 

視神経炎 
夜はまだあけぬか(講談社文庫) 梅棹 忠夫/[著] 講談社 1995.1 

自閉症 
★ 開かれた小さな扉 -ある自閉児をめぐる愛の記録- バージニア・M.アクスライン/著 日本エディタースクール出版部 2008.1 
★ この星のぬくもり -自閉症児のみつめる世界-(Bunkasha comics) 曽根 富美子/著 ぶんか社 2004.8 
★ おばあちゃんの孫育ち 門野 晴子/著 小学館 2003.2 
★ 私の障害、私の個性。 ウェンディ・ローソン/著 花風社 2001.5 
★ 自閉症だったわたしへ 2(新潮文庫) ドナ・ウィリアムズ/[著] 新潮社 2001.4 
★ 手のひらのメッセージ-自閉症児・美津穂の願い- 田中 香穂子/著 たけしま出版 2001.1 
★ 自閉症児エリーの記録:新版 クララ・パーク/著 河出書房新社 2000.2 

こんにちは、上田豊治です。 -自閉症のわが子は切り絵画家- 上田 幸子/著 樹心社 1999.4 
もう闇のなかにはいたくない -自閉症と闘う少年の日記- ビルガー・ゼリーン/著 草思社 1999.1 
わが子ノア -自閉症児を育てた父の手記-(文春文庫) ジョシュ・グリーンフェルド/著 文芸春秋 1996.3 
我、自閉症に生まれて テンプル・グランディン/著 学研 1994.3 
見えない病 -自閉症者と家族の記録- チャールズ・ハート/著 晶文社 1992.7
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自閉症との出会い 長瀬 又男/著 ぶどう社 1991.6 
マイ・サイレント・サン -自閉症の息子からのメッセージ- T・ウーリアセーター/著 ぶどう社 1989.6 
律君こっち向いて 姜 春子/著 海声社 1984.1 
はぐくむ -自閉の世界をひらく母と子の記録- 2 小学校編 森 正子/著 ぶどう社 1983.1 
はぐくむ -自閉の世界をひらく母と子の記録- 森 正子/著 ぶどう社 1979 

小児マヒ(ポリオ、脳性) 
★ おにぎりを作りたい 水間 摩遊美/著 葦書房 2001.8 

生きられますから大丈夫ですよ 伊田 みゆき/著 地湧社 1999.4 
私の右手はお猿の手 -ポリオと生きる- 三好 文江/著 新風舎 1998.1 
娘より三日間長生きしたい 礒野 優雄/著 日本図書刊行会 1998.1 
生きることのはじまり(ちくまプリマーブックス 103) 金 満里/著 筑摩書房 1996.8 

尋常性乾癬・強直性脊椎炎・突発性血小板減少性紫斑病 
★ 難病物語 かねだ かずき/著 文芸社 2001.4 

じん肺 
涙がこぼれそうで:増補新装版 -じん肺患者の妻と子供たちの手記- 武藤 ヒサ子/著 東研出版 1991.9 

腎不全 
★ 水の鎧 -腎移植までの6000日- 後藤 真哉/著 叢文社 2003.5 
★ 透析を生きる 上島 益夫/著 文芸社 2002.2 
★ 人工透析10年腎臓移植体験 鈴木 竜志/著 ベストセラーズ 2001.6 
★ 腹膜透析とともに生きる-3才から腎臓病・リウマチ・てんかんをくぐって- 斉藤 和典/著 清風堂書店出版部 2001.1 
★ 愛をうけとって(講談社文庫) 鈴木 竜志/[著] 講談社 2000.5 

腎移植 -透析校長奮闘記- 中 義智/著 三省堂 1996.3 
腎臓移植・希望の選択 -あるビジネスマンの闘病記録- 石渡 英五/著 サイマル出版会 1995.7 
ふたたび愛をありがとう 中村 のり子/著 エフエー出版 1995.7 
腎臓病患者、痛恨の記録 -もっと早く良い医者に出会えたら- 佐伯 隆敏/著 現代書館 1995.1 
姉から贈られたいのち -私の腎臓移植体験- 鷺 只雄/著 講談社 1994.6 
透析から脳死腎移植へ -東京とニューヨークの病院で実体験した患者の現場レポート- 秋葉 膺右/[著] はる書房 1992.7 
いのちの水際(みぎわ)を生きる -透析・腎移植を経て- 沢井 繁男/著 人文書院 1992.7 
天使のはばたき -腎臓移植への道のり- 小紫 恵美子/著 アンメディアレップ 1991.1 

水頭症 
★ 雨のち晴子-水頭症の子と父のものがたり- 山下 泰司/著 晶文社 2000.1 

ステロイド軟膏禍（アトピー） 
ステロイドを止めた理由(わけ) -離脱体験者35人による証言- アトピー・ステロイド情報センター/編著 つげ書房新社 1996.1 
オレンジ色が見えた日 -ステロイドと闘う私の16年- 江崎 ひろこ/編 かもがわ出版 1993.6 
そっと涙をぬぐってあげる -アトピー性皮膚炎治療で廃人となった若者達- 江崎 ひろこ/著 かもがわ出版 1990.3 

スモン病 
★ 春は残酷である(障害とともに生きる 8) 星 三枝子/著 日本図書センター 2001.2 

愛と闘いの序章 -スモンと共に歩んだキャンパスの青春- 渡辺理恵子/著 立風書房 1975 

脊柱側彎症（脊椎側彎症） 
ナチュラル 山田 香保里/著 海拓舎 1999.1 

脊髄空洞症 
生れ来る子への手紙 デヴィッド・アイアランド/著 春秋社 1978
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脊髄動脈奇形 
発車のベルを鳴らして 大内 幸子/著 文園社 1993.5 

脊椎カリエス 
エンジョイ自立生活 -障害を最高の恵みとして- 樋口 恵子/著 現代書館 1998.2 
お母さん、ノリコ平気よ! 大村 典子/著 草思社 1992.4 

脊髄損傷 
★ ぼくはこの足でもう一度歩きたい マルク・メルジェ/著 新潮社 2002.7 
★ ふたり -私たちが選んだ道- 鎌形 睦美/著 KTC中央出版 2002.1 

四枚目の卒業証書 -第5回ありのまま記録大賞受賞作品集- ありのまま舎/編 エフエー出版 1990.6 

先天性心疾患・胆道閉鎖症 
★ 405日のいのち、きらめく-アメリカの病院で心臓病・肝臓病と闘った娘、江実- 瀬川 秀樹/著 慶応義塾大学出版会 2002.7 

先天性胆道閉鎖症 
決断 -生体肝移植の軌跡- 永末 直文/[ほか著] 時事通信社 1990.7 
さと子の日記 鈴木 聡子/文 ひくまの出版 1982.3 

前立腺肥大症 
五十才からの断水(尿閉) さかい 進/著 郁朋社 1999.4 
ドキュメント前立腺肥大症 -泌尿器科の名医が「ついにワシもなったか」- 入沢 俊氏/著 法研 1997.5 

躁鬱病 
Let’s Enjoyソーウツ病 続 林 恭子/著 柘植書房新社 1998.3 
躁うつ病を生きる -わたしはこの残酷で魅惑的な病気を愛せるか?- ケイ・ジャミソン/著 新曜社 1998.1 
Let’s Enjoyソーウツ病 -患者と主治医の“丁丁発止"闘病記- 林 恭子/著 柘植書房 1995.4 
むしろ花園としての精神病棟 丸山 めぐこ/著 透土社 1994.3 
躁鬱病私の記録 続 佐藤 宏明/著 柘植書房 1990.7 
躁鬱病私の記録 -病友諸君、のんびり行こうよ!- 佐藤 宏明/著 柘植書房 1988.1 

躁病 
「閉鎖病棟」日記 -ここで一生を終えるのもわるくない- 浜崎 一郎/著 第三書館 1999.1 

早老症（プロゲリア） 
★ みじかい命を抱きしめて -This is my life- ロリー・ヘギ/著 フジテレビ出版 2004.3 

ダウン症 
★ たったひとつのたからもの -息子・秋雪との六年- 加藤 浩美/著 文芸春秋 2003.1 
★ 恵子が輝いた -ダウン症児とともに生きる芸人一家の記録- 奥野 真人/著 草風館 2002.5 
★ ダウン症の子をもって(新潮文庫) 正村 公宏/著 新潮社 2001.8 
★ あなたが生まれて 小田 ゆり/著 ポプラ社 2001.6 
★ 時を超えたダウン症そして…(文芸社ヒューマン選書) 辻 弘/著 文芸社 2001.5 
★ 笑うと勝ちよ!アップップ 坂本 悠/著 吉備人出版 2000.3 

ようこそダウン症の赤ちゃん 日本ダウン症協会/編著 三省堂 1999.7 
父からダウン症の娘オルガへ ジュゼップ・M.アスピナス/著 春秋社 1999.2 
神さまレイくんをありがとう -ダウン症の子を持って- 水越 けいこ/著 スターツ出版 1997.9 
ダウン症のサラ -その成長と発達の記録- E.D.リーツ/著 誠信書房 1996.8 
ダウン症の妹と歩んで 小黒 正夫/著 八朔社 1995.5 
風の大将 -ダウン症児・椿祐一くんと家族たち- 玉木 功/編著 エフエー出版 1989.2 
ナイジェル・ハントの世界 -ダウン症の青年の手記- ナイジェル・ハント/著 偕成社 1985.8
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愛、見つけた -小さな命の置きみやげ- 小林 完吾/著 二見書房 1983.1 
マコちゃん、ごめんね -ダウン症の子と父母の記録- 三浦 俊雄/編著 教育報道社 1981 

多発性硬化症 
★ ありがとう、あなたへ 阿南 慈子/著 思文閣出版 2001.1 

車椅子の高さで ナンシー・メアーズ/著 晶文社 1999.1 
神様への手紙 -命をそっと両手につつんで- 阿南 慈子/著 PHP研究所 1997.1 

単純ヘルペス脳炎 
息子が笑った -知的リハビリの記録- 佐藤 せつ子/著 ルック 1995.9 

胆石 
病院で寝て観て楽しかったこと -三食・昼寝・手術つき- 山本 和夫/著 リヨン社 1996.6 

チューレット病 
★ ママ、私の声をとめてちょうだい!-チューレット病と聡子とイエス様- 椎名 恵子/著 文芸社 2001.3 

椎間板ヘルニア 
もう腰痛にはならない -椎間板ヘルニアからの生還- 五井 澄子/著 広済堂出版 1996.7 
アビコから九段坂へ -ヘルニア治療記・鏡に映す桜見て- 光成 高志/著 MBC21 1993.1 

低体温症 
★ 凍る体-低体温症の恐怖- 船木 上総/著 山と渓谷社 2002.2 

てんかん 
てんかんと私 日本てんかん協会/編集 ぶどう社 1985.1 

糖原病(進行性筋萎縮症に含まれる) 
病床からの発信 -原宏道遺稿集- 原 宏道/著 考古堂書店 1994.4 

糖尿病 
★ もう一つの闘い-血糖値596からの糖尿病克服記- アントニオ猪木/著 三笠書房 2002.1 
★ 夫婦愛 -糖尿病が教えてくれたこと- 藤木 悠/著 アミューズブックス 2000.7 
★ 糖尿病からの帰還 -インスリン注射と訣別した女性- デボラ・バタフィールド/著 文芸春秋 2000.1 

糖尿病とともに90歳 -外科医中山恒明が語るすこやかライフ- 中山 恒明/[述] プラネット 1999.1 
わたし糖尿病なの -小児糖尿病の少女医師を志す- 南 昌江/著 医歯薬出版 1998.1 
糖尿病失明からの生還 亀井 宏/著 ベストセラーズ 1997.1 
糖尿列島 -「10人に1人の病」の黙示録-(角川文庫) 鴨志田 恵一/[著] 角川書店 1997.1 
両足をなくして -車椅子記者のたたかい- 籔下 彰治朗/著 晶文社 1996.5 
糖尿病のある人生を生き抜いた人々 -ある女医の研修録より- 井上 朱実/著 シイーム(出版部) 1996 
ボクの愛する糖尿病 富永 一朗/著 同文書院 1992.1 
ある日「糖尿病」といわれて -料理研究家の食事療法レッスン-(ふくろうブックス) 城戸崎 愛/著 グラフ社 1987.4 

統合失調症（精神分裂病) 
★ 統合失調症ぼくの手記 リチャード・マクリーン/著 晶文社 2004.9 
★ 心を乗っとられて-ある精神障害者の手記- 森 実恵/著 潮文社 2002.8 
★ ロリの静かな部屋 -分裂病に囚われた少女の記録-(ハヤカワ文庫 NF 263) ロリ・シラー/著 早川書房 2002.2 
★ 心を病むってどういうこと? -精神病の体験者より- 古川 奈都子/著 ぶどう社 2001.1 
★ 精神病棟の二十年(新潮文庫) 松本 昭夫/著 新潮社 2001.1 

秋の日の夕暮れ -ある精神病者の青春- 藤島 五郎/著 新風舎 1999.7 
精神病棟の二十年その後 松本 昭夫/著 新潮社 1997.3
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分裂病を生きる 安斎 三郎/編著 日本評論社 1990.1 
犬吠埼の見える海 -「精神病者」を生きる- 岡田 英明/著 素人社 1989.8 
閉鎖病棟の憂鬱 -「分裂病者」私の手記- 松本 真一/著 批評社 1989.1 
彩流 -精神分裂病の夫と三十年- 山室 あかね/著 同時代社 1988.9 
分裂病の娘の記録 佐々木 章一/著 晩声社 1980.1 
分裂病の少女の手記 :改訂版 -心理療法による分裂病の回復過程- セシュエー/[著] みすず書房 1980 
ユキの日記 -病める少女の20年- 笠原 嘉/編 みすず書房 1979 

乳幼児突然死症候群（SIDS） 
ゆりかごの死 -乳幼児突然死症候群〈SIDS〉の光と影- 阿部 寿美代/著 新潮社 1997.4 
乳幼児突然死症候群とその家族のために 仁志田 博司/著 東京書籍 1995.8 

熱中症 
★ 熱中症--息子の死を糧にして 中村 純友/著 悠飛社 2002.5 

ネフローゼ症候群 
★ ステロイド漬けの日々と骨粗鬆症 芹沢 茂登子/著 法研 2000.7 

病院はおもしろい -入院して見えた人・医療・看護の姿- 芹沢 茂登子/著 法研 1994.1 

肺高血圧症 
重さんのいる教室 中垣 清人/編著 かもがわ出版 1999.3 

パーキンソニズム(前頭葉萎縮) 
鹿教湯病院ありがとう -わたしのリハビリ顛末記- 百瀬 英子/著 郷土出版社 1999.3 

パーキンソン病 
★ 天空での邂逅 巽 一雅/著 文芸社 2002.3 
★ 難病日記(角川文庫) 三浦 綾子/[著] 角川書店 2000.6 

風の鼓動 綾部 典子/著 新風舎 1996.4 

白内障 
贈られた眼の記録(朝日文庫) 曽野 綾子/著 朝日新聞社 1986.1 
白内障と網膜剥離 -手術を受けた医師の記録より-(健康・生活シリーズ 3) 林 正秀/著 勁草書房 1985.7 

パニック障害 
★ あるがままにゆっくりと -不安神経症ともう一人の私- 加崎 菜実/著 文芸社 2003.1 

パニック障害・うつ病 
★ 「治らなくてもいい」から始めよう -パニック障害・うつ状態と闘い切り抜けた記録- 美恵野 千人/著 早稲田出版 2003.1 

場面緘黙症 
負けたらあかん! 石川 百合子/著 近代文芸社 1995.4 

ハンセン病 
夏椿、そして 伊波 敏男/著 日本放送出版協会 1998.1 
忘れえぬ子どもたち -ハンセン病療養所のかたすみで- 藤本 フサコ/著 不知火書房 1997.9 
花に逢はん 伊波 敏男/著 日本放送出版協会 1997.6 

ハンチントン病
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★ ウェクスラー家の選択 -遺伝子診断と向きあった家族- アリス・ウェクスラー/[著] 新潮社 2003.9 

反復性硝子体出血 
闇の底抜けた -農に生きる中途失明者の回生の手記- 井手 信夫/著 樹心社 1998.5 

ピック病 
★ 愛する人の壮絶なる闘病記録 松尾 千鶴子/著 文芸社 2004.3 

びまん性軸索損傷（ＤＡＩ） 
がんばれ朋之!18歳 -植物状態からの生還〈265日の記録〉- 宮城 和男/著 あけび書房 1996.1 

ファロー四徴症 
生きててよかった -移植を拒否して心臓病とたたかう27歳の勇気の記録- 寺尾 陽子/著 リヨン社 1995.1 

不妊症 
まだですか赤ちゃん 大島 洋子/著 リヨン社 1994.6 

ベーチェット病 
★ 不治の病とスイートピーと夢 しりこだま/著 澪標 2004.5 
★ お父さんの失明は私が治してあげる-娘の顔も知らないお父さん、だから私は眼科医になりました- 西田 朋美/著 主婦の友社 2001.5 

命の詩片 宮内 勝/著 七賢出版 1994.3 

ヘルペス脳炎 
瞬時 -ヘルペス脳炎に倒れた妻よ- 鈴木 元/著 かもがわ出版 1999.1 

マタニティ・ブルー 
マタニティブルー -赤ちゃんを抱いた泣きべそママたち- 木村 もちこ/著 サイマル出版会 1988.5 

慢性疲労症候群 
★ 慢性疲労症候群日記 湯浅 俊恭/著 講談社出版サービスセンター 2001.9 

薬物中毒 
★ さらば、哀しみのドラッグ 水谷 修/著 高文研 2007.1 

シンナー常用者とその家族 芹沢 里子/著 鳥影社 1999.1 
薬物依存 -回復のための12章- 近藤 恒夫/文 大海社 1997.1 
「良い子」があぶない -薬物中毒になった若者の生活と意見- 竹村 登茂子/著 築地書館 1994.6 

ユニークフェイス 
★ 顔面バカ一代 -アザをもつジャーナリスト-(講談社文庫) 石井 政之/[著] 講談社 2004.9 
★ ジロジロ見ないで -“普通の顔"を喪った9人の物語- 高橋 聖人/撮影 扶桑社 2003.1 
★ 這い上がり-ある「顔」の喪失と再生の半生記- 古市 佳央/著 ワニブックス 2001.8 
★ 顔とトラウマ -医療・看護・教育における実践活動- 藤井 輝明/編著 かもがわ出版 2001.6 

リウマチ 
乳房やさしかり -リウマチとともに50年- 宮田 鈴枝/著 同時代社 1996.1 
雅子、お前しかない -亡き妻への愛の追憶- 小林 秀美/著 有楽出版社 1983.7


